




































ミュニカティブな言語教育方法論（communicative language teaching、以下 CLT）は、Canale 
and Swain（1980）や Savignon（2002）らがまとめた CC の 4 つの要素、すなわち文法的能力






Swain, 1980; Savignon, 2002）。さらに Hedge（2002）は、これら 4 つの能力を円滑に使いこな
す流暢さ（fluency）を要素に加えている。

















Larsen-Freeman も、「CLT に唯一の共通認識というものは存在しない」（2011, p. 115）と述べ






つまり、文法的要素に偏らない CC の各要素をバランス良く伸ばす意図が根底にある（Anderson 
and Larsen-Freeman, 2011; Richards and Rodgers, 2014）。
4．イギリス人教師らの CLT アプローチの解釈と実践
　筆者は 2017 年の 7 月から 9 月、イギリス南東部にある全寮制の語学学校において TA として
ボランティアをしつつ、修士論文作成にあたり調査研究を行った。日本人学生の英語によるス
ピーキング・コミュニケーション能力向上を助ける効果的な教授法を探ることを目的とし、その
語学学校に在籍する日本人大学生 25 名（①英語教師養成コース 13 名、②一般英語コース 12 名）






2017 年 7 月 1 日～29 日 クラス①と② 授業観察
2017 年 8 月 3 日、4 日 クラス①と②の担当教師
　4 名（男性 2 名、女性 2 名）
個別インタビュー（英語）
2017 年 8 月 8 日 クラス①と②の所属学生 25 名
　（男性 17 名、女性 8 名、年齢層 18～20 歳）
アンケート（日本語）
2017 年 8 月 9 日、11 日 クラス①と②の所属学生から代表者各 3 名
　（男性 2 名、女性 4 名）
集団インタビュー（日本語）
　教師の教育観（teachers’ beliefs）は、一般的に人の思考が言動を左右するのと同様に、各教
































































































































































・  2 ヶ月毎に到達度テストを実施し、各学
生と一対一の面談においてこれまでの
学習の振り返りと目標確認をしている



























































































































































































ていくという点において、EGP（English for general purposes）、つまり一般教養英語を教える
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